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研究実績の概要  

 被 子 植 物 の 胚 発 生 過 程 に お い て は 、 重 複 受 精 に よ る 卵 細 胞 か ら 受 精 卵 へ の 変

換 が 細 胞 の 活 発 な 増 殖 ・ 分 化 の 引 き 金 で あ り 、 受 精 卵 は 小 さ な 頂 端 細 胞 と 大 き

な 基 部 細 胞 よ り な る ２ 細 胞 胚 へ と 不 等 分 裂 し 、 頂 端 細 胞 は 胚 領 域 に 基 部 細 胞 は

胚 柄 へ と そ れ ぞ れ 発 達 す る 。 ま た 、 植 物 の 最 も 基 本 的 な 体 制 形 成 で あ る 茎 頂 お

よ び 根 端 原 基 の 形 成 は 、 受 精 卵 が 初 期 胚 へ と 発 生 を 進 め る 過 程 で な さ れ る 。 こ

れ ら の こ と は 、 極 性 を 有 す る 受 精 卵 の 第 一 不 等 分 裂 は 植 物 の 軸 形 成 の 最 初 の ス

テ ッ プ で あ り 、 か つ 、 卵 細 胞 → 受 精 卵 → 初 期 胚 と い う 受 精 お よ び 初 期 胚 発 生 過

程 に お け る 分 子 基 盤 の 解 明 が 胚 発 生 機 構 の み な ら ず 植 物 体 形 成 お よ び 再 生 機 構

の 解 明へ と 繋 がる こ と を示 し て いる 。 本 研究 は 、 モデ ル 植 物で あ るイネ配偶子

細胞を用いた in vitro受精系を確立し、受精から初期胚形成までの胚発達過

程における遺伝子発現プロファイルをマイクロアレイ解析により網羅的に解

析し、胚の体制形成に重要な役割を担うと推定される遺伝子を同定すること

を目的とした。 

 まず、開花直前の花のイネ子房および花粉から卵細胞および精細胞の単離法

を確立し、さらにこれら単離配偶子細胞を用いてイネ in vitro受精法を確立

した  (Uchiumi et al., 2006)。次に、イネ卵細胞および in vitro 受精系で

作製した受精後 6-12時間の受精卵それぞれ 100細胞より全 RNA（約 2 ng）を調

製し、cRNAプローブの作製後、イネDNAマイクロアレイアレイ解析を行った。

その結果、受精により発現が10倍以上増加する遺伝子が5個、 4-10倍増加する

遺伝子が 8個、 2-4倍増加する遺伝子が 10個同定された。また、受精により発

現が抑制される遺伝子が14個同定された。  
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